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令和元年食中毒発生状況（概要版）
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事件数 患者数 死亡者数
H29年 1,014 16,464 3
H30年 1,330 17,282 3
R1年 1,061 13,018 4

食中毒事件数・患者数の推移（全体）

（資料出所）厚生労働省「食中毒統計調査」
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患者数500人以上の事例（令和元年）

死者が発生した食中毒事例（令和元年）

3

（資料出所）厚生労働省「食中毒統計調査」

患者数500人以上の事例は発生していない。

都道府県 発病年月日
原因施設
種別

原因食品名 病因物質種別 患者数 死者数
摂食者
総数

死者年齢

1 奈良県 2019/１/14 仕出屋

不明
（１月１４日の昼食、
１５日の昼食及び１７
日の昼食として調製
された仕出し弁当）

ノロウイルス 81 1 184 女：50～59歳

2 群馬県 2019/4/17 家庭
イヌサフランの

炒め物
自然毒-植物性自然

毒
2 1 2 男：70歳～

3 秋田県 2019/6/3 家庭
山菜の炒め物
（イヌサフラン）

自然毒-植物性自然
毒

1 1 1 女：70歳～

4 呉市 2019/12/1 家庭 フグ
自然毒-動物性自然

毒
1 1 1 男：70歳～
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病因物質別事件数の推移

（資料出所）厚生労働省「食中毒統計調査」

0

100

200

300

400

500

600

700

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

事
件
数
（件
）

サルモネラ属菌 ぶどう球菌 腸炎ビブリオ

病原大腸菌 ウエルシュ菌 カンピロバクター

ノロウイルス アニサキス



Ministry of Health, Labour and Welfare 5

病因物質別患者数の推移

（資料出所）厚生労働省「食中毒統計調査」
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【全体】病因物質別事件数発生状況（令和元年）

（資料出所）厚生労働省「食中毒統計調査」
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【患者数２人以上】病因物質別事件数発生状況（令和元年）

（資料出所）厚生労働省「食中毒統計調査」
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【全体】病因物質別患者数発生状況（令和元年）

（資料出所）厚生労働省「食中毒統計調査」
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令和元年総患者数
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【患者数２人以上】病因物質別患者数発生状況（令和元年）

（資料出所）厚生労働省「食中毒統計調査」
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